
ｄ  
 
 
  

ＳＤＧｓ 

を学ぶ 

に学ぶ 

と学ぶ 
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世界や日本が、企業や行政が、報道やＣＭが  

ＳＤＧｓに向けて動いています。  

では、学校では･･･ 

 
 
 

 
学習指導要領  

前文及び総則解説で  

これからの学校には、  

持続可能な社会の創り手と  

なることができるようにすること  

が求められています。また、各教科等  

でも持続可能な社会の構築やＳＤＧｓに  

つながる学習内容も充実させる必要があります。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

実践事例第２集は、ＳＤＧｓでＥＳＤを学ぶ  
ことを中心に、横浜のＥＳＤ推進校２２校の取  
組を紹介しています。学校でＥＳＤに取り組む  
ヒントを探してみてください。        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

中央教育審議会答申  
 
 
 
 

学習指導要領  
 

■ＳＤＧｓを学ぶ            ・・・・・４ 

■ＳＤＧｓに学ぶ            ・・・・・８ 

ＥＳＤ推進校一覧（ ユ ネ ス コ ス ク ー ル 全 国 大 会 掲 示 ）   ・・・・11 

■ＳＤＧｓと学ぶ            ・・・・・14 

 ・ＳＤＧｓは、かけ算やつながりで   ・・・・・15 

・４つのレンズで捉え直すと       ・・・・・21 

・見直す  つなげる  変わる  地域で  世界へ ・・・・・24 

・ＥＳＤは学校運営とカリキュラムデザインの両面で・・・32   

■交流報告会              ・・・・・34 

  「わたしたちはこう考えます  ＥＳＤとＳＤＧｓ」   

コンソーシアム委員から     ・・・・・38 
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ＥＳＤを通じたＳＤＧｓへの貢献の事例   ①ＳＤＧｓについての学習  

②特定のＳＤＧｓを意識した取組  
③特定のＳＤＧｓの課題に貢献する取組  
④ＳＤＧｓ全体への貢献を意識した取組  

（文部科学省 資料より）  
 

ＥＳＤ推進のための教職員研修資料では・・・  
 
 
 
 
 
 
  

学校に合ったいろいろなＥＳＤを  
学校に合ったアプローチで  
学校に合ったペース、スタイルで  

SDGｓ
を学ぶ 

SDGｓ
に学ぶ 

SDGｓ
と学ぶ 

「教育が全ての SDGｓの基礎」であり、「SDGｓの実現が教育に期待され

ている」と言われています。特に、ESD は持続可能な社会の創り手の育成を

通じて、17 全ての目標の達成に貢献するものとなります。ESD を推進するこ

とが、SDGｓの達成に直接的・間接的につながります。  

そこで、SDGｓが掲げる 17 の目標を ESD の実践に取り入れ、今後の ESD

の充実に役立てていきましょう。ＥＳＤをＳＤＧｓで学んでいくのです。  

ここでは、学校教育における SDGｓの取組について、「SDGｓを学ぶ」  

「SDGｓに学ぶ」「SDGｓと学ぶ」の３つのフェーズで考えていきます。  

ESDをカリキュラム 
デザインと学校運営の
２面で考える 

「見直す つなげる 変わる 
地域で、世界へ」のレンズで
考える 

「世界へつなげる視点」として
SDGｓを活用する       
Think Globally 、 Act Locally 
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ＳＤＧｓは、2015 年 9 月に  

開催された「国連持続可能な開発  

サミット」で、2030 年に向けた国際  

社会全体の行動計画として全会一致で採択  

された、169 の関連ターゲットを伴う１７の  

目標です。                   

「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性※の  

ある社会の実現のための、2030 年を年限とする世界を  

変えるために、幅広い関係者が連携して取り組むことが重視  

されています。                       

教育だけでなく、社会全体が目指す目標であるＳＤＧｓは、企業  

や行政が既に取り組んでいます。教職員と児童生徒が一体となって、  

ＳＤＧｓを意識していくことで、世界に通じる視点をもって臨みましょう。  

  

          

SDGｓ 
未来都市 

•2018年６月に「ＳＤ
Ｇｓ未来都市」「自
治体ＳＤＧｓモデル
事業」に選定され、
国と連携し、また
オール横浜で取り組
み、その成果を内外
の都市と共有する。 

横浜市中期

４か年計画 

•ＳＤＧｓの視点
を踏まえた取組
となるよう、中
長期ごとにＳＤ
Ｇｓの目標に関
わるか関連付け
る。 

横浜教育 

ビジョン2030 

•「自ら学び 社会と
つながり ともに未
来を創る人」を目指
し、『グローバルな
視野を持ち、持続可
能な社会に向けて行
動する力』を育む。 

第３期横浜市 

教育振興基本計画 

 
•施策３「持続可能
な社会の実現に向け
て行動する力の育
成」で、ＳＤＧｓと
の関係性を意識した
教育活動の展開。 

※包摂･･･多様な人を社会や組織に取り込む。インクルーシブ。  
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持続可能な開発目標（SDGs）とは  

持続可能な開発目標（SDGs）とは、2001 年に策定されたミレニアム開発目

標（MDGs）P7 参 照の後継として、2015 年 9 月の国連サミットで採択された「持

続可能な開発のための 2030 アジェンダ」にて記載された 2016 年から 2030

年までの国際目標です。持続可能な世界を実現するための 17 のゴール・169

のターゲットから構成され、地球上の誰一人として取り残さない（ leave no one 

behind）ことを誓っています。SDGs は発展途上国のみならず、先進国自身が

取り組むユニバーサル（普遍的）なものであり、日本としても積極的に取り組ん

でいます。                    （外務省ＨＰより）  

 

【普遍性】 先進国を含め、全ての国が行動   

【包摂性】 人間の安全保障の理念を反映し 「誰一人取り残さない」  

【参画型】 全てのステークホルダーが役割を  

【統合性】 社会・経済・環境に統合的に取り組む 

【透明性】 定期的にフォローアップ 

 

 

 

  

東高校ＥＳＤＤＡＹ ７月 11 日  

東高校は、2018 年７月にユネスコスクールに認可されま

した。「国際理解教育」と「地域貢献活動」の二本柱につい

て、半日かけて生徒による発表、講演、ワークショップを行

い SDGs への理解を深めました。  

○生徒発表  ボランティアをやってみると面白く、どんどん

視野が広がっていったという内容で、身近なところからの

取組が、地球規模の環境問題につながっていくという、

SDGｓを絡めた見事な発表でした。  

○JICA 横浜講演  中野貴之さんによる「私と世界の課題  ～

国際ボランティア経験から～」の講演がありました。ご自

身の途上国でのボランティアで得たもの、学生時代の思い

出から現在の仕事に至る中野さんの生き方を学びました。 

○メディア総合研究所ワークショップ  地域に潜む身近な問

題について今の自分の住んでいる地域と 15 年後の将来を

結びつけることで、問題解決の「課題」を発見し、それが

ＳＤＧｓとつながっていることを確認しました。  
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 あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる  
End poverty in all its forms everywhere 

 飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する  
End hunger、  achieve food security and improved nutrition and promote 
sustainable agriculture 

 あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する  
Ensure healthy lives and promote well-being for all at all ages 

 全ての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する  
Ensure inclusive and equitable quality education and promote lifelong learning 
opportunities for all 

 ジェンダー平等を達成し、全ての女性及び女児の能力強化を行う  
Achieve gender equality and empower all women and girls 

 全ての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する  
Ensure availability and sustainable management of water and sanitation for all 

 全ての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保する  
Ensure access to affordable、  rel iable、  sustainable and modern energy for all 

 包摂的かつ持続可能な経済成長及び全ての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある

人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する  
Promote sustained、  inclusive and sustainable economic growth、  full and 
productive employment and decent work for all 

 強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーシ

ョンの推進を図る  
Build resil ient infrastructure、  promote inclusive and sustainable industrialization 
and foster innovation 

 各国内及び各国間の不平等を是正する  
Reduce inequality within and among countries 

 包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する  
Make cities and human settlements inclusive、  safe、  resilient and sustainable 

 持続可能な生産消費形態を確保する  
Ensure sustainable consumption and production patterns 

 気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる  
Take urgent action to combat climate change and its impacts 

 持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する  
Conserve and sustainably use the oceans、  seas and marine resources for 
sustainable development 

 陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処、

並びに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する  
Protect、  restore and promote sustainable use of terrestrial ecosystems、  
sustainably manage forests、  combat desertification、  and halt and reverse land 
degradation and halt biodiversity loss 

 持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、全ての人々に司法へのアクセスを提

供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する  
Promote peaceful and inclusive societies for sustainable development、  provide 
access to justice for all and build effective、  accountable and inclusive institutions 
at all levels 

 持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する  
Strengthen the means of implementation and revitalize the global partnership for 
sustainable development 
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【参考】  ★ミレニアム開発目標（MDGs）  

 2001 年に国連で専門家間の議論を経て策定。2000 年に採択された「国連ミレニ

アム宣言」と、1990 年代の主要な国際会議で採択された国際開発目標を統合した

ものである。発展途上国向けの開発目標として、2015 年を期限とする 8 つの目標

（①～⑧）を設定。  

 ①極度の貧困と飢餓の撲滅  ②初等教育の完全普及の

達成  ③ジェンダー平等推進と女性の地位向上  ④乳

幼児死亡率の削減  ⑤妊産婦の健康の改善  

⑥HIV/エイズ、マラリアの蔓延ン防止   

⑦環境の持続可能性の確保   

⑧開発のためのグローバルなパートナーシップの推進  

 MDGs の評価例  

○  極度の貧困半減（目標①）や HIV・マラリア対策（同

⑥）等を達成。  

× 乳幼児や妊産婦の死亡率削減（同④、⑤）は未達成。  

★持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）実施指針  

平成 28 年 12 月 22 日ＳＤＧｓ推進本部決定  

実施指針付表骨子（具体的施策）  【関 連 抜 粋 】  

１ あ ら ゆる 人 々 の 活 躍 の 促 進  

（ 注） 特 に 関 連 が 深 いと 思 わ れ る： １(貧 困 )４(教 育)５ (ジ ェ ンダ ー )８(経 済 成 長 と 雇 用)１ ０(格 差 )等  

国 内 （ 子 ども ）  

● 子 供 の貧 困 対 策 の 推 進 （ 内 閣 府 ）【 1.2】  

（ 教 育 ）   

● 初 等 中等 教 育 の 充 実 （ 文 部 科 学 省）【 4.1】  ● 幼 児 教 育 の充 実 （ 文 部 科 学 省 ）【 4.2】  

● 高 等 教育 の 充 実 （ 文 部 科 学 省 ）【 4.3】     

●  キ ャ リア 教 育 ・ 職 業 教 育 の 充 実 （文 部 科 学 省 ）【 4.4】  

● 特 別 なニ ー ズ に 対 応 し た 教 育 の 推進 や 男 女 共 同 参 画 を 推 進す る 教 育 ・ 学 習 の 機 会 の提 供  

（ 文 部 科 学省 ）【 4.5】   

●  外 国 人留 学 生 の 受 入 （ 文 部 科 学 省）【 4.6】  

● Ｅ Ｓ Ｄ（ 持 続 可 能 な 開 発 の た め の教 育 ）・ 環 境 教 育 の 推 進 （文 部 科 学 省 、 環 境 省 ）【 4.7】  

（ 差 別 の 解消 ）  

● 「 心 のバ リ ア フ リ ー 」 の 推 進 （ 法務 省 ）【 10.3】  

国 外 （ 教 育）   

●  平 和 と成 長 の た め の 学 び の 戦 略 （外 務 省 、 Ｊ Ｉ Ｃ Ａ ）【 4】  

● 官 民 協働 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 活 用し た 日 本 型 教 育 の 海 外 展開（ 文 部 科 学 省 ）【 4.1、4.2、4.3】  

  

こどもエコフォーラム 

12 月 2 日 (日 )大桟
橋ホールにて、「環境
絵日記展」(主 催 :横 浜 市 資

源 リ サ イ ク ル 事 業 協 同 組 合 )

の中で、ステージとブ
ースで環境を中心と
した取組を発表しま
した。永田台小と三保
小他が参加しました。 

(協 力 ： WWF ｼﾞｬﾊﾟﾝ)  
環境絵日記にもＳＤＧｓ 

環境をＳＤＧｓで考え
絵と文章で表現するこ
とや、ＳＤＧｓ別のコー
ナーも新設しました。  
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ＥＳＤは、「人類が将来の世代に  

わたり豊かな生活が確保できるよう、  

気候変動、生物多様性の喪失、資源の枯渇、  

貧困の拡大等、人類の開発に起因する現代社  

会の様々な問題を、一人ひとりが自らの問題と  

して主体的に捉え身近なところから取り組み、それ  

らの問題の解決につながる新たな価値観や行動等を生  

みだすことで、持続可能な社会を実現していくことをめ  

ざして行う教育活動」です。               

ＥＳＤを通してＳＤＧｓに貢献するだけでなく、ＳＤＧｓを  

ＥＳＤを充実するために活用することも考えられます。例えば、  

世界がどのような社会の形成や価値観を求めているのかを、ＳＤＧｓ  

「に」学ぶことができます。ＳＤＧｓについて考えることで、ＥＳＤを進  

める方向性を見いだし、世界につなげたり将来に向けて考えたりすることが  

できます。    

ここでは、ＳＤＧｓに学ぶ方法として、研修会や授業づくり講座での例を紹介しま  

す。教職員の研修で、児童生徒がＥＳＤやＳＤＧｓを考える機会で活用しましょう。  

     

          

 

 

 

 

 

指導：佐藤真久教授 (東京都市大学 ) 



 9 

ｇ  

「ＳＤＧＳがめざすものは何か？」 授業づくり講座 

「ＳＤＧＳをどう扱うか」     ＥＳＤ推進校研修より  

  ＳＤＧＳカードのダイヤモンドチャート化で、価値や意味を考える。  

  「国内の持続可能に関わる課題」（参考：社会課題解決中マップ）をダイヤモ

ンドチャート化で、その意味やＳＤＧＳとの関係性を見る。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「ＳＤＧＳで大切と思うことは？」 
ユネスコスクール全国大会  ワークショップ  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11(まち )、12(生産  
と消費 )、17(ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ)
は、みな大切と思ってい

る。でも、自分たちには

働き甲斐やｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝは、

まだピンとこないなぁ。 
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これまでＳＤＧｓについて学習してきたユネスコスクール４校と、会場校の児童生徒 34
名が、「2030 年の世界を考えたとき、あなたがＳＤＧｓで一番大切だと思うもの」を１つ、

次に大切だと思うものを４つ選び、その理由を考えて話し合いました。「ＳＤＧｓがめざし

ている 2030 年の未来の姿」をテーマに、「ダイヤモンド・ランキング」を活用して、グル

ープごとに話し合いを行いました。その後、話し合った成果をワールドカフェ形式で共有

し、参加者から未来の社会を担う子どもたちにアドバイスをもらいました。また、参加者

が子どもたちの話し合いを受けた上で議論を行い、改めてＳＤＧｓについて考え、今後の

活動のヒントを共有できる場としました。  
 
   

参会者アンケート  
 これが正解であるという結論が出ないワークショップであるが、とても参考になった。午前中の

特別対談で出てきたとおりの「論旨明快に考え、相手の立場を感じながら論旨明快に表現」して

いた。  
 子どもたちが自分の言葉で語る姿がすばらしかった。たくさんあるＳＤＧｓの目標を理解するた

めにも、この手法は有効だと思った。  
 一人ひとりが自分の考えをもち、発表できていてよかった。各グループでリーダーの進め方で、

いろいろな表現が出ていてよかった。  
 年齢が違う子ともたちが、しっかり自分事としてＳＤＧｓをとらえ、自分の考えを発言している

姿、そして他の人の考えを尊重して聞く姿はすばらしいと思った。  
 ＳＤＧｓの中で大切なものを伝え合う中で、世界で実際に問題となっている事例に注目したり、

自分たちにできることは何かという視点に立って考えたりする子が多くて驚きました。子どもた

ちがもっている輝きや力を引き出すために、教員がＥＳＤ、ＳＤＧｓとの結び付きを学校教育の

中で創作していくことが大切だと感じました。  
 ダイヤモンドをつくるスピードの差は、合意形成のスピードの差だと思う。早いチームは、意見

の求め方が上手だった。驚いたことに自分の周りのことだけではなく世界目線をもっており、日

頃から世界情勢を知る機会があると思った。  
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 １  

 ２  

 ３  

 ４  

 ５  

 ６  

 ７  

 ８  

 ９  

 10 

 11 

 12 
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 16 
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 20 

 21 
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赤字は、ユネスコスクール  

2018 年度ＥＳＤ推進校 22 校 

 １   東高等学校  

 ２   市ケ尾中学校   ４  永田台小学校   ３  幸ケ谷小学校  

 2018 年 12 月８日 (土 )に横浜市立みなとみらい  

本町小学校を会場に、第 10 回ユネスコスクール  

全国大会が開催されました。横浜市ＥＳＤ推進  

コンソーシアムの特設コーナーでは、推進校の  

取組をポスターで紹介しました。  
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 ５  潮田小学校  
 ６  羽沢小学校  

 ７  みなとみらい本町小学校  

※会場校として各教室に実践掲出  

 ８  戸部小学校  
 ９  日枝小学校  

 10 港南台第三小学校  

 11 金沢小学校   12 本郷小学校   13 南本宿小学校  
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 14 中和田中学校  
 15 いずみ野小学校   16 大門小学校  

 18 三保小学校   19 恩田小学校  

 20 荏田西小学校   21 太尾小学校   22 北綱島小学校  

 17 新治小学校  
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第２回の交流報告会に集まった児童生徒は、自分たちの取組がどのＳＤＧｓのつながる

かを共有したとき、どのグループも一つとして残さず全てのゴールにつなげました。  

ＥＳＤを考えるとき、世界へつな  

がる視点として、ＳＤＧｓを意識する  

ことが考えられます。          

ＳＤＧｓを直接扱わなくても、教師が単元  

や教材を考えるときにＳＤＧｓに関連させること  

はないか、複数のゴールにつながることはできない  

か、学習後に子どもが振り返ったときにＳＤＧｓをイ  

メージできるかなど、まず教師がＳＤＧｓを意識すること  

から始めましょう。すると、子どもはＳＤＧｓ「と」学んで  

いる状況になります。                    

『横浜の時間』であれば、探究課題、学習材、関係機関を探す視  

点にすることができます。各教科等であれば、学習内容に応じて適切な  

ＳＤＧｓを複数かけ算のように考えてみることができます。        

学校運営面でも、学校や地域、職員室などで、今の状況を見直すときにちょっ  

とＳＤＧｓとつなげてみると、新たなヒントになるかもしれません。       

  無理にＳＤＧｓを前面に出すことがなくても、子どもは学習している中でＳＤＧｓ  

 に触れています。後でなってＳＤＧｓを振り返ったときに、気付くことがあってもよ  

いのです。                                    
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 学校でのＳＤＧｓを考えるとき、ひとつのＳＤＧｓだけで考えるのではなく、「かけ算」

で考えましょう。複数のＳＤＧｓの想定が大切です。  
地域や社会とつながる教育を考える学校では、  

４「教育」、11「地域」、17「パートナーシップ」  
は親和性が高いものです。まずは、このうちの  
どれかとつなげることはできませんか。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

学習につながるのは一つではないと考えましょう。ＥＳＤは、かけ算で！  
 

国際交流の機会があ   

れば可能性は広がる  

｢防災｣で地域と連携  

｢水｣を中心に探究  

「福祉」は、健康な体  

だけでなく地域で共生  

単元や教材につながるのは？    『横浜の時間』につながるものから、他の教科等へ  
 
 

委員会活動は、全校で、全教職員が関わります。ホールスクールでの取組の第一歩と  
して、港南台第三小学校では子どもたちが各委員会の活動がどのＳＤＧｓにつながるか  
を考えて活動しています。  
 
 

単 元 や 教 材

の 価 値 を 広

げ、世界や未

来 に つ な げ

ましょう  

 

全 て の ゴ ー

ル に つ な が

る か 考 え ま

しょう  



 16 
     

野菜で地域の人に喜ん

でもらおう 

× 

普段、当たり前のよう

にあるまちの畑で野菜作

りの活動をすることで、

改めてそのよさを実感し

たり、そこで働く人たち

の思いに触れたりするこ

とで自分のまちをもっと

好きになってきました。

また、農家の方との触れ

合いを通して、その方た

ちの食に対する思いに迫

っていけました。  
 20 年以上続く活動は、

過去の活動とつながって

おり、今後も脈々と受け

継がれる学校の伝統とし

て 持 続 し て い く も の で

す。自分たちが動き出す

ことが次の活動につなが

ったり、行動を起こすこ

とで思いが実現できたり

する経験を通して、少し

ずつ主体的になってきて

います。教師も材に対す

る価値分析がさらに深ま

ってきました。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽 沢 小 学 校 

米づくりから地域へ 

×  × 
毎年５年生は米づくり

をしており、田んぼも広

く大変でただ作業だけで

終わってしまい、その活

動から広げて考えていく

ことができないことに気

が付きました。そこで、

現状の活動から広げてい

くことを考え、わらを使

った活動として地域コー

ディネーターに教えても

ら う 方 を 紹 介 し て も ら

い、わら箒づくりを行い

ました。  
活動が盛んになると、

自分たちの活動がいろい

ろな方に支えられている

ことに気が付きました。

地域の方の協力に感謝の

気 持 ち を も つ だ け で な

く、自分たちにできるこ

とを考えるようになりま

した。また、田んぼがあ

るよさにも気付き、自分

たちが住む地域への思い

を新たにしました。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

新 治 小 学 校 

海の森 

× × ×  

 海の環境をよくするも

のとして海そう (草・藻 )
について調べ、海の生き

物にとって海そうはなく

て は な ら な い も の で あ

り、酸素を出し二酸化炭

素を吸収したワカメを食

べることで二酸化炭素を

減らし地球温暖化対策に

もつながることなどを学

んでいます。しかし、ア

マモやワカメを育てるの

は冬が適しており子ども

たちの思いを途切らせる

ことなく年間通して活動

するために単元計画の見

直しが必要だと考えてい

ます。社会科のゴミや水

の学習を実感し、八景島

シーパラダイスの方から

海の環境を守る取組や海

への思いを聞き、地域の

海を守る活動に参加する

ことで、自分たちにでき

ることを実践しようとい

う気持ちをもち、一緒に

金沢の海を守ろうという

意欲につながりました。  
 
 
 
 
 
 
 
金 沢 小 学 校 
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バガス素材の皿で環境

にやさしい文化祭 

×  

文化祭では毎年大量のご

み、特に調理販売で使用

したプラスチック食器が

でるので、何とかできな

いか？と考え、バガス素

材に注目しました。バガ

ス素材は、燃やしても原

料のサトウキビが成長過

程で吸収した CO２ が大

気中へ戻るだけで、CO２

排出量としてはプラスマ

イナスゼロとなり、CO２

の削減と温暖化の防止に

も役立ちます。また、土

の中に埋めると微生物な

どによって分解され、２

～ ６ ヶ 月 で 土 に 還 り ま

す。そこで、「チームバガ

ス」を発足しバガス素材

の周知と土に返すプロジ

ェクトを実行しました。

初めてだったのでとにか

くバガス皿を埋めること

だけに集中し、文化祭全

体のごみも確実に減らす

ことができました。ごみ

の減量や有効な埋め方の

検証等研究を進めていき

たいと考えています。  
 
 
 
 
東 高 等 学 校 

 

まちを知って、人と出会って、

まちの宝物を見つけよう  

×  

支援を要する特別支援

学級の子どもたちにとっ

て、まちの様子を理解し

たり地域の方と知り合っ

たりする活動は価値のあ

る活動です。自分の住む

まちが安全で、災害に強

く、持続可能な場所にし

ようとする市民へ成長す

るために、SDGs の視点

から児童が自分の住むま

ちを見直し、まちやまち

に住む人を価値付けるこ

とで、まちに対する見方

を捉え直していくことが

できると考えました。普

段何気なく歩いているま

ちを、SDGs の視点を基

に児童が何度もまちを調

査することで、新たな発

見から疑問が生まれてき

ます。見いだされた問題

から、児童と地域人材と

の つ な が る 機 会 を 増 や

し、地域の材を子どもた

ちが価値付けていくよう

にしました。  
 
 
 
 
 
 

港 南 台 第 三 小 学 校 

  
 
 
 

学校保健委員会をきっ

かけに始まるＳＤＧｓ 

× ×  

「水」の取組はイメージ

しにくいので、全校対象

に国連ＷＦＰの方に飢餓

や貧困についての講演を

していただきました。世

界の子どもたちの生活を

知り、日本の水がどれだ

けきれいで安全かという

事に気付きました。講演

後、学校保健委員会にて

学校薬剤師の方に水につ

いて講演をいただき、硬

水・軟水・水道水を飲み

比べし、水道水のおいし

さも気付くことができま

した。２年生は、学級活

動 (2)で「人と水～脱水症

状にならないために～」

というグループ活動を通

して自分の生活を見つめ

直 す き っ か け に し ま し

た。１年生は社会科の自

由課題「おなか空いた、

なに食べよ」というテー

マの作文を書くことで世

界の子どもたちの４日分

の給食に変化するという

取組に 180 人近い生徒が

参加しました。また、取

組を文化発表会で展示す

ることで、地域の方々や

その他たくさんの人へ伝

えることができました。  
 
中 和 田 中 学 校  
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ZERO WASTE 

×  

 ゴミの学習から、プラ

スチックの便利さを知り

ながらも危険性を感じる

ようになります。金沢焼

却工場に見学や海の公園

で話題のマイクロプラス

チックを拾うことで現実

的に感じ、何かできるこ

とがないか自分たちの生

活を見直しました。プラ

スチック以外にも紙や金

属など多くのリサイクル

可能なゴミを見つけるこ

とができました。地域の

サークル「竹遊会」と関

わり、おもちゃ（紙鉄砲）

や箸、太鼓のバチと、竹

で遊ぶことを教えてもら

いました。昔ながらの竹

に親しみ、手作りの面白

さや竹の味を感じたり、

プラスチックの便利さを

知りながらも竹がごみ問

題に大きく役立つのでは

ないかと思ったりして、

自然のよさと、社会の問

題と結び付けられるよう

になってきています。  
 
 
 
 
 
永 田 台 小 学 校  

いずみ野発、食育行 

×  

 給食で出た生ごみを見

直し、ＥＭ菌を用いて堆

肥にして再び農業生産活

動に生かすことができる

ようする取組を４年生が

してきた。社会の学習で

ごみと思われがちなもの

も再生できるものもある

ことや３Ｒなども理解し

てきた。身近な生活に置

き換えて考えるために給

食 で 出 る 生 ご み に 着 目

し、生ごみを堆肥として

再利用して自分たちの農

業生産活動等に生かす活

動に取り組みました。  
 EM 菌による生ごみの

堆肥化で、「地産地消」が

１サイクル単独ではなく

スパイラル構築となり得

ることを意識化し、持続

可能な社会を目指して自

分たちの取り組んでいる

農業生産活動を見直した

り、「無駄なもの」という

見方を考えて自分たちの

できることを考えたりす

ることができました。  
 

 

 

 

 

い ず み 野 小 学 校 

 

特別養護介護施設のみ

なさんもハッピーに 

×  

各学年の柱になってい

たテーマありきで総合を

ス タ ー ト し て い た こ と

を、子どもたちの思いや

願い、教師側の思いや地

域の人との関わりを大事

にすることに見直しまし

た。国語の教材文から地

域の人たちももっと楽し

い生活が送れないかを考

えるようになりました。

2020 東 京 オ リ ン ピ ッ

ク・パラリンピックがあ

ることから、パラスポー

ツ「ボッチャ」の資料を

置いておき、子どもの興

味を高めることで、自分

の思いや願いをもって探

究していくことができる

ようにつなげました。特

別養護介護施設の居住者

と「ボッチャ交流会」な

どをして、自分たちの思

いだけでなく、お住まい

の方の気持ちも考えるよ

うになりました。施設の

マネジャーが学校教育に

関心があり、今後も持続

的な交流が可能です。  
 
 
 
 

恩 田 小 学 校 
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泳げる大岡川に 

× ×  

 まち探検で大岡川の様

子を見直し、生き物が棲

ん で い る に も か か わ ら

ず、多くのごみが捨てら

れている様子に問題意識

をもち、自分たちの生活

を見直しました。「大岡川

は、棲んでいる生き物に

とって良い環境と言える

のか」子どもたちは問題

意識をもちました。ニュ

ースで多く取り上げられ

ている「マイクロプラス

チック」の問題は自分た

ちの身近に起こっている

問題であることを知り、

きれいな大岡川を未来に

残すために自分たちにで

きることに取り組んでい

こ う と 活 動 を 始 め ま し

た。「ストロー使わない大

作戦」では、横浜乳業や

日本製紙の方々と、大岡

川の調査では水中カメラ

マンの方など、様々な人

と関わる中で、「一人ひと

りにできることは小さく

ても、自分にできること

をやっていかなければい

けない。」という思いをも

つように  
変わっ  
てきま  
した。  
日 枝 小 学 校 

10 才ＹＥＡＲに 

×  

身近にあるけれどあま

り知らないでいるコミュ

ニティハウスという存在

に目をむけ、どんな所な

のか考えたり、調べたり

することから地域の人と

関わるきっかけ作りをし

ました。コミュニティハ

ウスの館長さんとつなが

り、自分たちが見学、体

験させてもらったいくつ

かの団体の中から興味を

も っ た 団 体 と 連 絡 を 取

り、交流を深めました。

交流を重ねることで、活

動していることの楽しさ

や関わってくださった人

たちの優しさに触れるこ

とができました。たくさ

んの大人と関わることが

でき、さらに人と関わる

能力を高めることができ

ました。自分たちの地域

に住んでいる人々の存在

や、その人たちと関わる

ことでたくさんのことを

学ぶことができることを

知り、郷土愛の心を育む

ことができました。  
 
 

 
 

本 郷 小 学 校 

 

未来に桜並木を残す 

×  

桜が南区の木として大

切にされていることや、

伐採されたり切り株にな

っていたりする桜がある

ことに気付きました。持

続可能なまちをつくるた

めに自分たちができるこ

とを考え、「桜を 50 年後、

100 年後の日枝のまちに

残す」ことを目指して活

動を始めました。  
 活動を進めていく中で

桜が好きになり、桜を大

切にしていきたい、桜を

未来に残していきたいと

いう思いをもつように変

わってきました。南区役

所の方やまちの人の思い

を聴いたり、桜を何度も

繰り返し観察したりする

中で桜に向き合う態度に

変化が見られました。  
 桜を植樹するためにま

ちに出て募金活動をした

り、適した場所をまちの

中で探したりする中で、

地域の方と一緒に活動し

たり、地域の方の思いを

大切にしながら活動の方

向を決めたり  
しようとする  
態度が見られ  
ました。  
日 枝 小 学 校 
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地 域 と の 関 わ り が 増 す 「 届 け よ

う、服の『チカラ』プロジェクト」 

× ×  
 ﾕﾆｸﾛの港南台ﾊﾞｰｽﾞ店

の方を招いて、難民の問

題や服のもっている「チ

カラ」について話しても

らいました。届けられた

様子を動画や写真で見た

りすることで、子どもた

ちは、「自分たちも参加し

たい」「この活動を広めた

い」という意欲をもちま

した。世界の問題を身近

に感じ、地域の方にも協

力してもらいたいという

思いに変わっていきまし

た。校内で服の収集活動

に取り組みましたが、地

域へも活動を広げるため

に施設場所や担当を話し

合い、お願いしたり回収

に行ったりする活動に取

り組みました。地域の施

設の方とのコミュニケー

ションも増え、１万着を

超える子ども服を集める

ことができ、子どもたち

は達成感を味わい、他の

ＳＤＧｓの問題について

も取り組みたいと考える

子どもが多くいました。  
 
 
 
 
 
 
港 南 台 第 三 小 学 校 

  

留学生と関わって 

×  

「世界中の人と仲良くな

りたい」という大きな夢

の実現に向けて、まずは

周りにいる他の国から来

た方たちと交流して相手

の国の文化について教え

てもらいました。食べ物

や挨拶について教えても

らい、「全然違う国だと思

っていたけど日本と似て

い る こ と も た く さ ん あ

る。」と気付きました。お

礼として、漠然とした日

本というよりも自分たち

が住むまちの日本らしさ

を伝えたいという思いが

高まり取材していきまし

た。改めて多くの日本ら

しさがあること、それぞ

れの場所を大切に思う人

た ち が た く さ ん い る こ

と、長年大切にされて文

化として成り立つことが

多いことに気付き、自分

たちも日本らしい文化を

大切にしたいと考えるよ

うになっています。  
 
 
 
 
 
 
戸 部 小 学 校 

  
 
 
 

パラスポーツを通して 

×  

「地域の方とかかわりた

い」という思いが強い子

どもたちと、どのような

関わり方ができるかを話

し合ったところ、「だれも

が参加できる」をキーワ

ードにパラスポーツにヒ

ン ト を 求 め て い き ま し

た。その中で「共生社会」

を目指してボッチャを広

めている方に出会うこと

で、他者を思いやる気持

ちや共に助け合うために

自分たち必要なことは何

かを考える姿勢をもつよ

うになりました。また、

スポーツを一緒に行うこ

とを通して、コミュニケ

ーションが生まれ、仲を

深めることができると考

えるようになっていきま

す。  
 
 
 
ま ず は 地 域 で 、 経 験 や  

能 力 が 、 や が て 世 界 へ  

 
 
 
 
 
 

戸 部 小 学 校 
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地域との関わりを大切にしながら、まちに住む人々の幸せを願い、学級の仲間と

共に、学級単位で課題や学習材を設定し、連続・発展させていく探究的な学習活動に取り

組んでいます。『横浜の時間』をＥＳＤの 4 つのレンズで捉え直してみました。  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

各学級では４月に今年の総合的な学習の時間の学習
材を決めるため、戸部のまちに出て、まち探検をします。
戸部のまちの人や自然、歴史等のよいところを探した
り、逆に戸部のまちが抱えている問題に気付いたりする
ことにより、その学級ごとに一年を通して追究していき
たい対象を戸部のまちの中から探しています。  
 今年の５年生の実践では、地域にある公園をまち探検
し見直してみると、自分たちが想像しているよりも多く
の植物があることを知りました。同時に、落ち葉や枝な
どが多く落ちていることに気が付き、「身近な公園をき
れいにしたい」「落ち葉や枝を使って、自然のよさを表
現したい」という思いをもちました。学校図書館の本で
「昔は落ち葉や枝を使って染料にしていたこと」を知
り、草木染めをしたいという思いを高めていきました。 

15 年間という長い研究実績から
戸部小学校は、非常に強い地域との
つながりがあります。電話一本でケ
アプラザにて、朗読劇の発表をさせ
てもらえたり、地区センターのお祭
りに学級単位で発表の場を用意し
てもらえたりします。放課後に子ど
もだけでお店を訪問して店主の方
やお店の写真を撮らせてもらって
取材をさせてもらえます。また、ど
うしても問題を解決することがで
きなくて困ったとき、子どもたちか
ら地域の人でこの問題を解決でき
るような専門家はいないのか、とい
う声が上がってきます。  

協働作業を進める中で、子どもたちは
問題を解決するための方法を学び続けて
います。同時に、身近なまちにある何気
ない文化的な価値やそれらを大切にして
守ろうとしている人たちの思い、共に助
け合うために自分たちに必要なことは何
かを考える姿勢など身に付けることがで
きるようになりました。専門家と繰り返
し草木染めをすることで、子どもたちは
草木染めのことをどんどん好きになりま
した。はじめは、絵の具のような鮮やか
な色を出したいと思っていた子どもたち
が、「草木染めの色には絵の具にない奥深
い色がある」「同じ染め液を使っても二度
と同じ色を出すことができない、世界で
一つだけの作品を作ることができる」「掃
部山公園のサクラで染めた布からは、サ
クラの良い香りがして、教室にいても桜
の花を感じられる」と、色を見る目や作
品を楽しむ感覚を育てていきました。  

子どもたちは各学年において、様々な材で地域と
関わりをもって学習を積み重ねてきています。その
ため、総合の学習材を決める段階でどの学級におい
ても必ず挙がる意見が、「地域と関わりたい」「地域
の人と仲良くなりたい」「地域の役に立ちたい」で
す。それは、学年が上がれば上がるほど強くなって
いきます。地域の人に自分たちが好きな草木染めの
良さを知ってもらいたいという思いからｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ
のお祭りに参加し、ブースで自分たちの作品を展示
しました。休日にも関わらず８割の子どもが発表に
参加し、自分たちの活動を地域に向けて発信しまし
た。現在子どもたちは、草木染めで作ったコースタ
ーをｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽに置かせてもらい、より多くの人に
草木染め作品を使って、その良さを知ってもらいた
いという思いから活動をしています。  
 地域の関わりを大切にした総合的な学習の時間
の学習を通して、将来持続可能な社会づくりの担い
手である子どもたちが、目の前にある課題を自らの
問題として捉え、それらの問題を解決していくため
の方法や能力、感性を育んでいます。  

戸部小学校の取組 

「野毛山動物園の動物の魅力を多くの人に知ってもらいたい」という思いの実現

に向けて、野毛山動物園の動物を観察したり、飼育員の方と話をしたりして、動

物の魅力を感じてきました。その野毛山動物園の動物の魅力を、神経衰弱のよう

なルールの絵合わせカード「野毛山ＧＯ」に表現し伝える活動を通して、地域の

人々とつながり、野毛山動物園がある戸部のまちを大切にしようとしています。  

 



 22 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

海の環境教育･海苔づくり 

金沢小学校  

いずみ野農業小学校  

いずみ野小学校  

エッセンの魅力にせまれ  

羽沢小学校  

おいしいぬか漬けを作ろう  

羽沢小学校  

あきからそだてるやさい  

恩田小学校  
競技かるたの面白さ  

羽沢小学校  

EMPOWER Project 

市ケ尾中学校  

修学旅行とＳ Ｄ Ｇ ｓ  

市ケ尾中学校  

もったいない大作戦  

日枝小学校  
生き物も人も超ハッピーなとん

ぼ池をつくろう  本郷小学校  

マリンフェスタ 

金沢小学校  

受け継げ!日本の伝統～めざせ  

和菓子職人  太尾小学校  

未来にお囃子をつなげる  

日枝小学校  
守れ  ふとおビオトープ 

太尾小学校  

やすらぎの池復活大作戦  

港南台第三小学校  

竹林の間伐材を 

三保小学校  

海のピンチ_ﾏｲｸﾛﾌﾟﾗｽﾁｯｸ  

幸ケ谷小学校  

みんなに優しいまちづくり 

三保小学校  

環境づくり 

新治小学校  大門小学校  

学援隊とつながる  

北綱島小学校  
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一年間の教育活動をＥＳＤの４つのレンズで捉え直すことにより、学校行事や宿泊

体験学習、日々の授業などが、世界的な問題を解決につながり、今の自分たちにできるこ

とは何かを考えることができました。  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

全校を挙げて教育水田活動に取り組んで
います。１２月８日（土）には収穫を祝う
「南本フェスティバル２０１８」を行いま
した。そこで、日頃お世話になっている 10
名の水田指導者に感謝を伝えるために、地
域の方々、保護者が一丸となって計画や準
備を進めました。  
 今年度はＥＳＤをより意識した改革を進
めました。準備を行う教職員や保護者双方
の負担軽減や学校事情を勘案した計画にし
ました。３０余年続く、この伝統行事を持
続可能なものにするため、用具の配置や児
童の動線、異学年でのもちつきから、きょ
うだい学年同士のもちつきに変更するな
ど、抜本的に変更したことで、次年度につ
ながるようにしました。  

６年生が「日光修学旅行」に行ったとき
に、足尾銅山とＳＤＧｓをつなげて考えま
した。当時の足尾銅山は日本の産業発展に
欠かせない場所であった一方、公害が生じ、
被害を受けた方が多くいたことを学習しま
した。足尾環境学習センターで、公害によ
って森林がなくなってしまった足尾の山に
緑を戻す植樹体験をしました。その後、宿
泊ホテルでさらに理解を深めるための学習
会を開催しました。  
 そこで、ＳＤＧｓの１７の目標のうち、
①お金、②健康、③産業、④まちづくり、
⑤陸や海の自然の５つからプラス面やマイ
ナス面を考え、班で話し合いました。全て
の項目をバランスよく取り組むことの大切
さに気付きました。  

６年生の総合的な学習の時間で
は、「地域のアピールポイントに新
たな価値を加えよう！」として、南
本宿地域にある、人やもの、出来事
などをまとめ、思考ツール等を使用
しながら地域の魅力について見直
しました。すると、ゆかりのある人
物として畠山重忠公が活躍したこ
とが分かりました。６月に社会科見
学として訪れた鎌倉の地にまで関
係が広がっていることを知り、地域
を越えて影響が及んでいることに
子ども自身が気付いていました。地
域の魅力発見から、広い範囲で人や
出来事が関わり合っていることが
わかり、物事を見る視点が広がって
いったと考えます。  
 また、学校間での交流として、教
育水田活動で東京都の稲城第二小
学校のうるち米と本校のもち米を
交換しました。本校と同様の活動を
している学校の様子を知るなど交
流を深めています。  

「南本フェスティバル」では、教育水田活動がＳＤＧｓ
とどのように関わり合っているのかを考えました。  
 ６年生は、修学旅行や日々の授業でＳＤＧｓを意識で
きていたため、想定を超える考えが出されました。例え
ば、「教育水田に必要な場所やものは何か」を分析して
みると、ＳＤＧｓで謳われている「 14 海の豊かさ」「 15
陸の豊かさ」の大切さにすでに気付いている児童がいま
した。これまで、陸と海とのつながりを大切にし、系統
性を考えた学習を進めてきた成果が表れたと考えます。 
 ３年生は、高学年同様に教育水田活動とＳＤＧｓを結
び付けて考えました。「 12 つくる責任、つかう責任」で
は、「米を作って終わるだけではいけない」「食べきれな
かったら、ごみになって考えてしまうから工夫していけ
ると思う」と考えた子どもたちがいました。また、「２
飢餓をゼロに」では、「日本はいろいろな整備がされて
いるのだから、貧しい国にも分けられるのではないか」
と考える子どももいるなど、様々な側面から教育水田活
動について見直すことができました。  
 ２年生は、教育水田活動での体験がまだ少ないので、
生活科と絡めた学習を行いました。教育水田や近くの南
本宿公園での探検を通して、「３健康」や「 15 陸の豊か
さ」と関連づけて考えました。さらに、自分なりの言葉
で理由を考えることで周りのＳＤＧｓを自分事として
捉えることができました。  

南本宿小学校の取組 
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見直す 
•生活科や主に学級ごと
に取り組んできた総合
的な学習の時間につい
て、より地域に根ざし
た材から活動を創るよ
うに見直し、地域で行
動していく中で、さら
に持続可能な社会の一
員、地球市民としての
自覚を促すような活動
となるように考えまし
た。 

つなげる 
•例えば、自分たちの総
合的な学習の時間の活
動が、どのSDGｓの視
点とつながるのかとい
うことを子どもたちと
一緒に考えて取り組み
ました。実際には、地
域に伝わるカルタを
もっと地域の人たちに
親しまれるように考え
たり、凧揚げ大会を
もっと盛り上げようと
取り組んだり、また地
域で荒廃する竹林問題
を取り上げたりと、
SDGｓの11の視点
「住み続けられるま
ち」につながるような
活動に取り組みまし
た。 

変わる 
•生活科・総合的な学習
時間の発信の場である
フェスティバルでは、
開閉会式での子どもた
ちの言葉や、各学級で
子どもたち自らがSDG
ｓについて説明したり
感じたことを発表した
りという場面が見られ
ました。子どもたちの
意識の中に強く根付き
始めていることが感じ
られました。 

•今回、自分たちの住む
地域の身近なことから
材を選び、その活動を
SDGｓにつなげていく
ことで、地域の方々に
は様々な思いや願いが
あり、自分たちもその
課題について何か行動
できるということ、足
元の課題を解決してい
くことが、地球規模の
課題解決への第一歩だ
という認識をもつこと
ができました。 

大門  

小学校  

見直す 

•社会科の学習で食糧生
産の実態を学習し、身
近な食材に外国産が多
いことを知りました。
総合では稲作におけ
る、田起こし、田植
え、稲の管理及び収穫
を通じて、米作りの大
変さを学習しました。
また、宿泊体験学習で
は、農作物の収穫を通
じて、収穫することの
大変さと喜びを体験し
ました。さらに、給食
で残菜の量を目の当た
りにし、食べ物の大切
さについて考えるよう
になりました。 

つなげる 

•社会科で学習したこと
や体験学習で学んだこ
とをもとに、食糧生産
に関心をもちつつ、地
域の食料事情に目を向
けます。潮田地域には
外国人が多く住んでい
て、外国の料理のお店
が多くあります。その
ような地域の特徴に注
目して、潮田地域なら
ではの外国料理につい
て、調べていきます。 

変わる 

•地域の外国料理のお店
を調べていくと、多く
の外国料理店があるこ
とに気付きました。ま
た、外国料理だけでな
く、日本国内にも地域
の特徴を活かした料理
(郷土料理)があること
を知りました。それぞ
れが関心をもった国や
郷土料理を調べていく
中で、食の多様性に気
付きました。外国料理
の調べ学習を通じて、
潮田地域の新たな魅力
を再発見することがで
きました。 

潮田  

小学校  
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見直す 
•みなとみらい地区は東
京湾に面した地域にも
かかわらず、子どもた
ちにとって海は「見る
もの」にでした。そこ
で、高島水際線公園で
の活動を通して、子ど
もたちの目の前の海に
対するイメージを見直
そうとしました。 

つなげる 
•公園愛護会やハマ海会
の方と一緒に、汐入の
池での生き物観察活動
をすることで、手長エ
ビやカニ、ハゼやボラ
といった魚、それらを
食す水鳥などたくさん
の生き物が生息する貴
重な場所であることを
知りました。一方、ご
みがあったり、ヘドロ
がたまっていたりと環
境に課題があることも
知りました。また、都
会の公園でありながら
利用者が少ないこと
に、疑問をもつように
なりました。 

変わる 
•活動のゴールを「公園
のよさをもっと多くの
人に知ってもらう」こ
ととし、公園のよさを
まとめたり利用者への
インタビューを進めた
りしました。すると、
美しい景色や鉄道など
の公園のよさにも気付
くとともに、「今の静
かな環境が公園のよ
さ」という意見にも出
合いました。「『静か
がいい』という少数派
の意見を無視して、こ
のまま広めていいの
か」と悩んだ末、「地
域の方の意見をもっと
集める」こととし、地
域2500世帯へアンケー
トを実施しました。
「アンケートで初めて
公園のよさを知った」
「アンケートがあり、
初めて行った（調べ
た）」「活動を進め
て、もっとよさを教え
てほしい」と地域の方
の公園に対する考え方
が変えることができま
した。 

みなとみらい  

本町小学校  

見直す 
•「地域の中にある学
校」という視点で、改
めて地域を見直すこと
で、身近なまちの課題
に向き合い、解決方法
を模索しています。 

つなげる 
•青葉区に住む豊かな経
験をもつ大人たちと中
高生が、課題解決に向
けた話し合いを重ねる
ことで、さまざまな考
え方や生き方を学んで
います。昨年度、青葉
区とNPOで立ち上げた
プロジェクトですが、
学校行事である文化学
習発表会での取組の発
表や区民祭りへの参加
などで校内や地域での
認知度も上がっていま
す。県立市ケ尾高校と
もつながりました。 

変わる 
•地域の大人たちや高校
生と協働することで、
課題解決に向けた手立
てや方法を主体的に考
えられるようになりま
した。また、自分の思
いや考えを相手に伝え
る話し方にも変容が見
られています。自分た
ちのまちを良くするこ
とは、広くは地球環境
について考えることに
もつながっています。 

市ケ尾  

中学校  
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見直す 

•4月に開校したみなと
みらい本町小学校。開
校宣言の文面でもある
「持続可能な社会の担
い手の育成」を目指し
て、学校教育目標を全
職員が関わって検討し
ました。 

•みなとみらい地区は、
さまざまな企業が立地
し、豊かな社会資源を
活かした教育活動が考
えられます。地域の材
（人・モノ・コト）を
活用しつつ、どのよう
な目標をもって教育活
動を進めるべきかを考
えました。 

つなげる 

•子どもの実態をもと
に、「10年後に育って
ほしい子ども像」を教
職員で話し合い、その
姿に近づけるために必
要な「資質・能力」を
考えました。そして、
「まちに愛着をもつ」
「豊かな心をもつ」
「多様性を認められ
る」「多面的・多角的
に捉える」「問いを見
いだして学び続ける」
の５つの資質・能力に
分類し、それらを束ね
るものとして、学校教
育目標「みな（皆）と
みらい（未来）を創る
子」を策定しました。 

変わる 

•授業場面において、特
に生活科・総合的な学
習の時間の活動の中
で、資質・能力にせ
まってきました。各学
級の活動を職員で共有
するために、内容・連
携する外部機関・
SDGsの視点などをま
とめ、職員室に掲示し
ました。子ども同士で
共有をはかるために、
12月には中間報告会
「みな（皆）とみらい
（未来）を語る会」を
開きました。子どもた
ちは、活動とESDとの
つながりを意識し始め
ました。1月には資
質・能力の中からいく
つかを選択し、その視
点での公開授業を行い
ました。職員の意識も
変わってきています。 

みなとみらい  

本町小学校 

見直す 
•生徒会本部役員会の提
案で「SDGsをもっと
身近に感じてもらお
う。」とSDGsの１７
の目標をカードにし、
校舎内外に掲示してい
ます。自分たちの行動
がSDGsの何に結びつ
くのかを日々考える手
立てになっています。
道徳や学活で学んでき
た「SDGs」が自分た
ちの生活にどう結びつ
いているのかを改めて
見直してみました。ま
た、各種委員会の活動
がSDGsのどの視点で
行われているのかを、
中央委員会で話し合
い、見直してみまし
た。 

つなげる 
•校舎内外を見渡すと
「SDGs」の目標と結
びつけられる場所がい
くつもありました。 

•例えば、ゴミ箱等 
 
 
 

変わる 
•教室や特別教室、グラ
ンドなどにカードを掲
示したところ、
「SDGs」の認知度が
より高まり、自分の行
動を意識することがで
きるようになりまし
た。また、教室に掲示
してあることで、各教
科の授業でも取り上げ
やすくなりました。
SDGsに示されている
課題解決を意識した行
動を一人ひとりができ
るようになると、２０
３０年の未来は変わっ
ていきます。SDGsを
知り、行動に起こす力
を養うことが世界を変
える力になります。 

市ケ尾  

中学校  

３年  
５年  
 
４年  
 
３年  
４年  
６年  
 
６年  
 
４年  
５年  
 
１年  
２年  
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に
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見直す 

•算数の授業実践の中
で、ＥＳＤの視点を意
識して授業作りを行っ
ています。“単元の流
れの中のどこに”ＥＳ
Ｄの視点が見られる
か、“１時間の授業の
流れの中のどこに”Ｅ
ＳＤの視点が見られる
かを、教員が視点を意
識して授業を作りまし
た。また、実践する中
で視点を意識して取り
組むことで、子どもの
態度、算数授業として
の思考の深まりを求め
られるのではないか、
と仮定して研究に臨ん
でいます。 
 
 
 
 
 

つなげる 

•各学年の指導計画の中
に、ＥＳＤの視点を入
れることで、ＥＳＤと
算数で育む能力・態度
が他教科の単元でもつ
ながりがあることが明
確になりました。この
指導計画を使っていく
ことで教科横断的な視
点で授業の構想ができ
るようになりました。
また、算数科では、つ
ながりのある単元でも
低学年と高学年では、
育てたいＥＳＤの能
力・態度が異なるな
ど、学年に合った能
力・態度が適切である
ことが分かってきまし
た。 

変わる 

•教師がＥＳＤの視点を
もって単元を計画する
ことにより、意識的に
授業の構成やデザイン
をしていくことができ
るようになってきてい
ます。また、教師が意
識することにより、子
どもたちもＥＳＤの視
点で物事をとらえてい
こうとする意識が芽生
えてきています。友達
の意見と比較し、関連
付けながら試行してい
くことで、更に思考が
深まってきています。
算数の授業で学んだこ
とを、日常の生活の中
で活用する視点を育て
ていくことを実践して
いきます。 

荏田西  

小学校  

見直す 

•以前より東高校では部
活動や有志のボラン
ティア活動とともに、
帰国生徒による自身が
在住した国の文化等に
ついて発表や、留学生
との交流やUNIS/UN
（ニューヨーク州国連
学校学生国際会議）へ
の参加等を続けてきま
した。これらの取組を
通じて、生徒たちは学
校外の多くの人々とふ
れあうこと 
からいろい 
ろなことを 
学んでいま 
す。 
 

つなげる 

•ボランティアでは、感
謝の言葉をいただいた
り、ほめていただいた
りすることから自己有
用感が高まり、さらに
次の行動への意欲につ
ながっていく好循環が
見られます。 
 

変わる 

•国際理解の取組から
は、自分が知らなかっ
たことを聞いたり調べ
たりすることや、異な
る文化や価値観にふれ
ることで興味が深ま
り、外国語等の学習意
欲がさらに高まる生徒
も見られます。 

•今後はこれまでの取組
を継続しつつ見直す中
で、生徒自身が主体的
に、よりSDGｓを意識
した取組ができるよう
にしていきたいと考え
ています。 
 

東  

高等学校  

算
数
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身
に
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見直す 

•地域の豊かな自然をカ
メラで撮影し、発信す
る活動を行ってきまし
た。自然と関わってい
く中で、豊かな自然が
維持されていることは
それらを守っている地
域の方々の力が大きい
と感じています。これ
らの気付きから、自然
と併せて人や地域の魅
力を見直し始めていま
す。 

つなげる 

•５年生までの活動で多
くの方々と関わってき
ました。６年生では、
これまでの活動の振り
返りから再度地域を見
直し、まちの魅力や人
との関わりから自他の
キャリアについても考
えを深めています。人
との関わりの中で、自
分たちが地域を守って
いく一員としての自覚
をもとうとしていま
す。 

変わる 

•「魅力あるまちの自
然」を撮ることから、
「魅力あるまちの
人々」を撮ることへ、
表現したい内容が広が
りを見せ始めていま
す。自然も人も表情が
豊かであることに変わ
りはないのですが、ど
のような瞬間を撮るの
かは視点も技術も新し
い考え方が必要です。
また、肖像権の問題も
クリアしていかなけれ
ばなりません。市内で
も有数の自然豊かなま
ちの魅力を伝えること
は、このまちの一員と
しての責任であると考
えています。 

三保  

小学校  

見直す 
•夏休みの課題研究とし
て、生徒一人ひとりが
一番興味や関心のある
SDGsの17の目標から
テーマを1つ選び、
テーマについての個人
研究に取り組みまし
た。 

•夏休み期間を利用し、
生徒が各自でテーマに
ついての研究を行い、
レポートにまとめあげ
ました。夏休み明けに
は各自の研究の成果を
共有できるようにクラ
ス毎で発表会を行いま
した。そして11月に特
に優れた取組を行った
生徒が学年全体の場で
発表する場を設け、個
人の研究をクラスへ、
学年へという形で共有
できるように設定しま
した。 

つなげる 
•ESD推進校の生徒と
してESDやSDGsにつ
いての見識をもってほ
しいということと、探
究活動として何か取り
組めないかと考え、課
題研究を変えました。 

•課題研究を行うため
に、最初に総合学習の
時間でSDGsについて
の説明を学年全体で行
いました。初めて
SDGsという言葉を
知った生徒も多かった
こともあり、研究テー
マを決定するまでに本
校の行事の「ESD 
day」や上智大学より
お借りしたSDGsに関
するパネル展示するな
ど生徒がSDGsについ
て触れる機会を多く設
定しました。 
 

変わる 
•昨年度までは自分の興
味のある進路について
や、大学のオープン
キャンパスに参加して
のレポートにまとめ発
表という形でした。今
まで以上に生徒が調査
や考察をしっかりと
行ってきたこともあ
り、発表時間をオー
バーするクラスも続出
しました。次年度以降
もレポートの書き方な
どを指導し、探究活動
を促すよう指導してい
く予定です。この取組
を通じて生徒一人ひと
りのESDやSDGｓへ
の意識が高まりまし
た。 

東  

高等学校  
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見直す 
•委員会活動では、学校
をよりよくしていこう
とそれぞれの委員会ご
とに工夫して活動に取
り組んでいましたが、
自分たちの活動がどの
ように役立っているか
を実感することが難し
いと考えていました。
そこで、委員会の活動
を見直すために、ＳＤ
Ｇｓを活動の中に取り
入れることにしまし
た。学校をよりよくす
るために工夫したこと
が、実は、世界の問題
にもつながることを子
どもたちが実感でき、
委員会活動への意欲を
高めることができまし
た。 

つなげる 
•委員会の所属を決める
前に、５・６年生を対
象にＳＤＧｓについて
のオリエンテーション
を行いました。そし
て、年間計画を立てる
際に、委員会ごとに、
自分たちがどのＳＤＧ
ｓに取り組みたいか、
どんな活動ができそう
かを話し合うようにし
ました。例えば、環境
委員会では、12「つか
う責任つくる責任」、
13「気候変動に具体的
な対策を」について、
給食委員会では、２
「飢餓をゼロに」、14
「海の豊かさを守ろ
う」、15「陸の豊かさ
も守ろう」についてと
いうように、委員会の
活動とＳＤＧｓをつな
げるようにしました。 

変わる 
•委員会活動にＳＤＧｓ
という視点を取り入れ
ることで、まず子ども
たちの姿が変化しまし
た。委員会活動につい
て意欲的に取り組む児
童が増えてきました。
また、委員会からの提
案も増え、委員会活動
が活性化されていきま
した。しだいに、教職
員の中にも、ＳＤＧｓ
の意識が浸透してい
き、子どもたちの活動
をサポートできる体制
も整っていきました。 

港南台第  

三小学校  

見直す 

•５年生の社会科で、我が
国の食料自給率が約４
０％であることや、稲の
作付面積が年々減少して
いることを知りました。
また、輸入に伴う食の安
全性についても学習をし
ました。様々な課題を抱
えている日本の農業です
が、田んぼのもつ価値に
ついて生物多様性、防
災、キャリア等の視点か
ら再度考え直す必要があ
ると考えています。 

つなげる 

•米作り以外にも、
「森の学校」を行っ
ています。先輩方が
植樹した木々を手入
れするため、毎年、
学校林の下草刈りに
取り組んでいます。
新治市民の森から湧
く水は、自分たちが
活動する田んぼへと
流れ、恩田川、鶴見
川、やがて海に注ぎ
込んだ後、雲となり
再び森に雨を降らせ
ます。単なる水の循
環だけではなく、
人々の環境への配慮
の循環にも気付くこ
とができています。 

変わる 
•田んぼの役割りとし
て、これまでの子ど
もたちの意識は「食
べ物を作る場所」で
した。しかし、学習
を進めるうちに大き
なビオトープになっ
ていること、水を貯
めるダムとしての役
割があることも知り
ました。また、体験
を通して農業の大変
さを感じることで、
食に対しての意識も
少しずつ変化してい
ます。 

三保  

小学校  

学
校
と
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た
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見直す 
•40周年実行委員によ
る「おめでとう集会」
だけでなく、児童会委
員会活動ごとに40周年
をお祝いする企画を考
えました。代表委員会
で全校児童に図り、内
容や季節を考えて年間
計画を立てました。 

つなげる 
•たてわり活動を最大限
に生かすために、40周
年に関わるイベントは
たてわりグループやペ
ア学年で取り組めるよ
うにしました。 

•地域とのつながりを重
視するために、活動内
容は地域代表の実行委
員会にも相談し、協力
をお願いしました。記
念キャラクターの着ぐ
るみを作っていただき
ました。 
 

変わる 

•周年行事は高学年を中
心に活動を進めること
が多いですが、代表委
員会の提案から、全校
児童に呼び掛け、デザ
イン、ケーキの土台作
りなどすべてを４年生
が行いました。40周年
お祝いの大切な活動を
自分たちでやり遂げた
経験や達成感が、来年
度高学年として学校運
営の原動力となるので
はないかと考えまし
た。 

北綱島  

小学校  

見直す 
•バザーから始まったこ
のおまつりも、今年で
10周年。これまで児童
は「お客さん」として
の参加がほとんどでし
たが、今年は運営面で
放送席の担当や記念品
の配布などにも関わ
り、おまつりを盛り上
げました。 

つなげる 
•６年１組は「総合的な
学習の時間」で、自分
たちの住む「太尾のま
ち」について調べまし
た。その学習で、地域
と「梅」とのつながり
に興味を持ったことか
ら、自分たちで梅
ジュースを作り、この
ふるさとまつりで販売
しました。友達や保護
者はもちろん、一般の
お客さんからも大好評
でした。 

変わる 
•実際に販売を体験する
ことで、子どもたちは
働くことの喜びを感じ
たり、企画力や責任感
を高めたりすることが
できました。また大人
も、子どもたちが運営
に参加したことで、そ
の可能性を知りまし
た。 

•このおまつりを通し
て、子どもたちがこれ
からも「住み続けられ
るまちづくり」の意識
をもち、「未来をひら
く」力が育成されまし
た。 

太尾  

小学校  

見直す 

•年間を通して一緒に学
んできたＰＴＡとして
何かできないかという
ことで、ＷＦＰのレッ
ドカップの販売をする
ことにしました。 

つなげる 

•全校での講演、学校保
健委員会、文化発表会
と共に活動し、ＷＦＰ
のレッドカップ販売
が、一つの売り上げに
つき世界の子どもたち
の給食８日分に変化す
るということで、保護
者から世界へつなげる
ことができました。 

変わる 

•当日は、保護者のみの
販売としていたが、生
徒からも購入したいと
申出があったりしまし
た。この一つの活動で
も、生徒たちの心には
届いているというこ
と、そして年間を通し
ての取組が伝わってい
ることを実感しまし
た。 

中和田  

中学校  
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見直す 
•これまで防災関連の授
業(参観)は、その時間
限りのイベント的な
（特活）授業が多かっ
たのですが、今では社
会科や理科、算数、そ
して道徳など、多くの
教科で実施できるよう
になってきました。ま
た新学習指導要領に合
わせて、ESDを取り入
れた年間指導計画の見
直しも進めています。 

つなげる 
•防災拠点訓練には、町
内会・自治会と一般参
加者だけでなく、学区
内のマンション代表、
消防団、PTAなど、地
域にいるさまざまな立
場の方々が参加し、実
際に災害が起こった時
を想定して備えていま
す。また学校運営協議
会主催の「ふるさとま
つり」では、防災備蓄
庫の資材を使って炊き
出しをするなど、多く
の行事が防災につな
がっています。子ども
たちは、自分の親や近
所の大人の姿を見て、
自分の行動を考えてい
ます。 

変わる 
•校内で通年実施してい
る避難訓練は、「自分
の身の安全は自分で守
れる」ようになること
や、「助け合える仲間
になる」ことを目標
に、さまざまな災害を
想定して月に１回程度
実施しています。以
前、地域で実際に緊急
地震速報が流れた時に
は、児童は教職員がい
なくても決められた行
動をとるなど、成長を
見ることができまし
た。いつかこの太尾の
地域や横浜、そして世
界で活躍できるよう、
その基礎となる力を身
につけさせたいと考え
ています。 

太尾  

小学校  

見直す 
•従来の学校で行われて
いた授業実践や研究会
の在り方、また行事や
校務の在り方を当たり
前とせずに、「持続可
能か」「子どもにとっ
ても大人にとっても価
値あるものか」といっ
た視点で見直しを行い
ました。 

つなげる 
•年間を通してＥＳＤ推
進部が定期的に会議を
開き業務の見直しを行
いました。ホワイト
ボード・ミーティング
を活用することで、一
部の教職員の意見のみ
で話し合いが進まない
よう、各自に発言が保
証されることを意識し
た話し合いを行いまし
た。 

変わる 
•ＥＳＤの視点をもった
研修会や話し合いをす
ることで、従来あった
行事や校務について
「昨年度もあったか
ら」「変えるのが大変
だから」という思考で
はなく、クリティカル
シンキングな視点で、
本当に「持続可能なと
りくみか」「これから
の幸ケ谷小にとって必
要か」を考えた話し合
いを行うことができま
した。その話し合いを
通して改善案を考える
中で、「学校を変えよ
う」という意識が教職
員に醸成されていきま
した。 

幸ケ谷  

小学校  

マイクロプラスチックや世界食糧計画を扱う、委員会活動など全校で取り組む場面から

始める、学校各所にＳＤＧｓが貼られる。身近なところから世界へつながるところまで、Ｓ

ＤＧｓでＥＳＤを進めるアイデアを次々出していただけるものだなと、学校の力を改めて感

じています。この実感こそ、ＥＳＤとＳＤＧｓを学校教育で考える価値だと思います。  
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赤ちゃんからお年寄りまでみんな集まれ「つながり祭」 

子どもたちのパワーを地域活性の活力へ。２

ケ月に１回、空き店舗となった南永田団地商店街

でお祭りを開催。地域、学校、行政が一体となって

協力をしながら運営している。  

子どもたちは、地域の方から「君たちはこのまちの宝だ」

と言われたことで、「高齢化の地域を元気にしたい」「地域の

人をつなぐ場をつくりたい」と自己変容をした。友達や家族を巻

き込み、そして地域の人と共に「つながり祭」に参画してきた。

自分が変容することで、社会も変容していくことができることを

経験した。これは今後「生きる自信」へと繋がる。身近な他者を

大切にすることが、地球規模課題への取組の第一歩であると考え

ている。つながり祭のすべての活動は、地域そして世界へとつな

がっている。  

【活動例】・開始前に地域のゴミ拾い活動⇒小学３年生以上が自主的に参加。【環境保全】  

・不用食品の回収⇒子どもや高齢者施設で活用される【食品ロス削減への取組】  

・ステージ発表⇒子どもたちの音楽発表、教職員の器楽演奏、地域のお年寄りのギ

ター演奏、ハーモニカ演奏、民謡などなど【心のケア・人とのつながり】  

・永田台小 PTA によるうどん屋さん【安全で健康な食】  

 

 

ＳＤＧｓプレミアムプログラム ～17’s プレゼンテーション～ 

 横浜メディアビジネス総合研究所のご協力で、

SDGs に取り組む横浜市の 17 の企業や個人によるワ

ークショップを行いました。最初にオリエンテーション

として関東学院副学長小山氏による講演を行いました。短

い時間でしたが、とても力強いお話で、「ESD は人間が AI

に仕事を奪われないための勉強です」という言葉が印象的でし

た。その後、生徒はそれぞれのワークショップに参加しました。  

今回のワークショップでは、生徒からあえて第 1 希望しかとらず、あ

との 2 つはランダムに振り分けました。自分の興味関心の範囲外にも

目を向け、様々な取組を知ってほしいという狙いからです。学校にお

いては、「高大連携授業」や「オープンキャンパスへの参加」等で、生徒は大

学に関する学習はしても、その後、働くことに関しての学習はなかなか実施

することができていませんでした。今回の企画で、その壁を打破できたこと

は大きいと思います。生徒は、それぞれのワークショップに真剣に取り組み、

普段の授業では得られない知識を得ることができました。  

参加企業・団体個人（順不同）  ・西本梨江  

・凸版印刷株式会社       ・ＮＰＯ法人  アークシップ  

・株式会社大川印刷       ・イオンリテール株式会社南関東カンパニー  

・株式会社イトーヨーカ堂    ・一般社団法人  未来技術推進協会  

・株式会社 JVC ケンウッド    ・株式会社セブン -イレブン・ジャパン  

・ＮＰＯ法人  つるみままっぷ   ・生活協同組合パルシステム神奈川ゆめコープ  

・株式会社伊藤園                         ・ラジオ日本  

・株式会社協進印刷            ・横浜高速鉄道株式会社   

・キャタピラジャパン合同会社       ・横浜市政策局共創推進部  

ホールスクールアプローチ 
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 児童数の大幅な増加に伴い、教職員数が大幅に増

え職員室が手狭な状況になっている。働きやすく効

果的な職員室とするべく、現在感じている課題を出

し合い、新しい職員室づくりを行う。  
 ESD 推進部が中心となり、新しい職員室の必要性

や新しい職員室のデザインなどを検討してきた。多

くの教職員からも賛同の声を得ることで、取組を進

めていくことができている。新しい職員室のデザイ

ンについてはホワイトボード・ミーティングなどを活用して、発想を柔軟に出し合い前向

きな雰囲気が醸成されることを意識した。  
現時点で職員室のリニューアルはまだ行われておらず、本年度末に実施

する予定である。また職員室の作業スペース確保に伴い、図書室の設置な

ど学校内のいくつかの教室や倉庫の移動なども検討している。  
しかしながら、従来、人が行き交うことも難しかった手狭な職員室の作

業スペース広がることへの教職員の期待値は大きい。また、協力いただい

ているコンサルタントの方から効果的な職員室づくりに対する研修を行っ

ていただく予定である。学校外の知見を得ることで、教職員の視点も変化

することが期待できる。  
 慣れ親しんだ職員室の変化は PTA をはじめとする地域の方にとっても

影響が大きいはずである。地域の方々にも気持ちよく使って頂けるために

も、新しい図書室や職員室、校内の教室配置デザインについては、ご意見

をいただく予定である。  

職員室にみんなが快適に過ごせる空間を  

作ることで、日々のパフォーマンス向上に  

つながると考えています。職員室には書類や  

機器が多く、必要のないものも置いてあります。それらを  

少しずつ片付けることで快適な空間を作れるのではないかと

いう案が出ました。視界が広がったり、窓からの採光が取れた

りして圧迫感が減りました。お手紙コーナーの場所を変えるな

ど、職員の導線を考えて配置を変えることでスムーズに動ける

ようになりました。また、パソコン環境について専門家のアド

バイスを受けながら、ＬＡＮ環境を見えるようにすることでパ

ソコンが少しずつ快適に使用できるようになってきました。  
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教職員等 79 名  
保護者 45 名 総計 272 名  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 日枝小学校の体育館に集まった約 150 名のＥ

ＳＤ推進校の小学校 3 年生から高校 3 年生までの

児童生徒が、各学校での取組をポスターで、フリ

ップで、実物で、タブレットの中の映像で発表し、

交流しました。他校の話から、次にやってみよう

というヒントや活動の仕方、似た活動を  

しての気付きの共有などがされま  

した。  

交流報告会 
平成 31 年２月２日（土） 

於：横浜市立日枝小学校 

児童生徒の部 

Ｅ Ｓ Ｄ 推進校によるポスターセッション 
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【児童生徒の感想より】  
●SDGｓで今までやっていたこと、  

やってなかったことをみんなで  
考えていると、SDGｓのことが  

よく分かってきたと思った。 (小 3) 
●それぞれの学校の取組みは違って  

いたけれど、目標は全て未来の地球を  
よくするためだったので、できない  

かもしれないが世界各国で行えば 2030 年  
までに解決できると思いました。 (小 5) 

●小さなことを意識しているだけでも SDGｓを
達成することにつながると思った。グループで話

して、もっと SDGｓに関心をもった (小６ ) 
●SDGｓはスケールが大きいのが多いけれど、  

よく考えたら身近にできることがたくさん  
あると感じた。みんながやれば、かなり  

効果があると考えた。 (小６ ) 
●知らない学校の取組を聞いていると、自分たち
の活動に取り込みたいと感じました。小学生と中
学生で考え方がまったく違うと感じましたが、新

たな発見も得ることができました。（中 2) 

「これまでの学習を通して、ＳＤＧｓ17 のゴールについて、これから何ができるか」  
学校が違う約 10 名グループで中高校生がリードして話し合いました。  

児童生徒によるワークショップ 

【東洋大学  米原先生から】SDGs の抽象的なゴールを、自分たちの言葉で「翻

訳」し、身近な学校や地域でできることを考える姿が見られましたが、それぞれ

の文脈で SDGs を「自分事」にしていくことが、ESD の大事ポイントです。そし

て、皆で知恵を出し合って、一緒にやっていくことも大事ポイントです。いろん

な人とつながりながら、場合によっては外国の人たちともつながって、「一緒にや

ってみる」ことのよさを経験できましたね。  

「昔は、中学校で男は技術科、女は家庭科だったらしいんだけど、今は男女共に技術  

家庭科として学んでいる。日本は、ジェンダーや平等について考えている方なのかな。」  

「ある国では、食べ物のために子どもが働かなければならなくて、学校行くどころでは  

ないらしいよ」「でも日本でも、大学入試で不平等な問題があったよね」  

 

「
快
適
な
暮
ら
し
っ
て
、
住
み
や
す
い
っ
て 

こ
と
？ 

便
利
っ
て
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？
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「
Ｍ
Ｍ
本
町
小
の
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イ
レ
行
っ
て
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い
っ
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色
で
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横浜市内からＥＳＤ推進校以外からも含め教職員  
40 名、企業・ＮＰＯ・他コンソーシアム等から 19 
名、横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアム（教育委員会  
スタッフを含む）19 名、総計 75 名の参加者が、交  

流と研修を開催しました。基調提案を東洋大学の米原あき教授、カリキュラムデザインの

提案を三保小学校和泉良司校長が行い、その後４～５名のグループに分かれて「学校で行

っているＥＳＤをＳＤＧｓ（17 の目標）で表現する」「ＥＳＤを広めていく方策」につい

てグループワークをしました。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

2019.2.2 

Sat. 

＠横浜市立 

日枝小学校 

交流報告会 

米原先生  「発信」のためのデザインを考える 

○  SDGs は、「全部やれ！」ではない。解釈 (翻訳 )次第。  
○  ESD をどう広めるかのデザインを考えることが必要。 
○  ESD の実践にはいろいろな濃度がある。スクールマネージメント、 
○  クロスカリキュラム、適合しやすい科目･活動に ESD を導入するな

ど。 
○  ESD を広める方法として、合同教員研修や、他校・他地域との交

流イベント以外に  
○  良い案はないだろうか？キレイゴトではない難しさとも向き合おう。  
○  「それぞれの場所で（＝ローカリゼーション）、みんなで（＝パートナ

ーシップ）」 
○   →ローカリゼーション：ココでしかできないこと、ココだからできるこ

とを見直そう 
○   【キーワード：地域資源・社会関係資本・「私たちの ESD／

SDGs」】 
○   →パートナーシップ：誰がそばにいる？誰とつながる？ 
○   【キーワード：共有･協働・共生・相乗効果・協創】 
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○  子どもが自信をもって発信している姿がすばらしかった。ＥＳＤの取組は様々あることが

分かった。フリーに実践や意見の交流ができ、ＳＤＧｓが少し理解できた。 (推進校教員 ) 
○  学校内だけでよくしようというのには限界がある。社会の力を借りながら、働き方や学習

を改善していく必要を感じた。子どもに伝えるよさを知ったので、積極的に使い、保護者

にも発信していきたい。（推進校若手教員）  
○  他校の実践を知れたのが学びとなりました。普段気付かないことを他校と交流することで

気付くことができました。 (推進校教員 ) 
○  企業も地域の一員として考える！という視点をいただきました。「地域」の捉えを見直し

ます。 (推進校教員 ) 
○  子どもたちの発表や合間のつぶやきに、とても学ぶことができた。先生や様々な方とシェ

アできてとても楽しかった。 (推進校教員 ) 
○  委員会活動でＳＤＧｓなど他校、異校種の取組が参考になった。ＥＳＤが校内で動き出す

までは、校長先生のエンジンが必要で、その力が教職員に伝わることで学校として動き出

す。メンターチーム中心に形として見えるようにしている。（推進校若手教員）  
○  教員以外の方とグループになり、新たな気付きや企業の思いを知り、学校としても企業と

関わりたいので、「つながる」ようにしていきたい。今回の交流会のように、校内だけで

はなく校外に広げていけるとよいと思った。 (推進校教員 ) 
○  子どもの活躍が見られて、とてもよかった。改めて課題や強みを見直す機会となった。こ

れからいかに広げていくか考えていきたいと思った。（推進校校長）  
○  「自分事」と「協働・共創」の視点から、初参加の生徒がポスター発表やグループ協議に

取り組めて大変よかった。様々な校種や職業と話をすることで、視点が多く得られた。(推
進校校長 ) 

○  自分の言葉で議論している子どもがすばらしかった。ＥＳＤの学習内容をＳＤＧｓ明らか

にしたいと考えていたので、三保小のクロスカリキュラムは参考にしたい。（推進校校長）  
○  ポスターで堂々と発表し正直で率直な感想を述べている姿が印象的だった。出前講座など

の取組のあり方を考えながら、「つなげる」お手伝いができればと思う。（環境創造局職員）  
○  子どもたちと先生方の熱意がすばらしかった。午後は、

先生方のがんばりと苦労が伺えた。 (一般大学教員 ) 
○  様々な活動を知ることができ、生徒の活発さに感銘を

受けた。ＥＳＤの実践やＳＤＧｓの普及具合について、

改めていろいろ見つめ直す機会となった。協働･共有･

共創･協力に向けて、出前授業で協力していければと思

う。（研究所職員）  
○  ポスター発表で、学校は積極的にゲストティーチャー

を招いていると知った。 (ＮＧＯ職員 ) 
○  学校によって多様な視点があり目を開かされた。学校

が企業を求めていることが分かり、企業ができること

が見えてきた。（学校とつながった企業役員）  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

文部科学省ではＳＤＧｓ達成の担い手の育成＝ＥＳＤ  
の推進（全国でＥＳＤを広げ、深める様々な取組）に  
力を入れています。  

800 名の参会者を得た横浜での第 10 回の記念となるユネ  
スコスクール全国大会の開催とご協力に感謝します。        田村謙司氏  

横浜では、４  つのレンズやホールスクールアプローチで、  
ＥＳＤ推進校の多様で深い学びがされていると伺ってい  
ます。ぜひこの方向性で深め進めていただき、それを  
地域へ、全国へ、世界へ発信していくことで、全国の  
ＥＳＤ実践者の励みや力にもなるように期待しています。  

SDGs のシールがあっていつ
でも使えると便利  

学校が外部 (企業や NGO)とつ
ながる仕組みがあるといい  

教員が外で学べる機会も大切  
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「わたしたちはこう考えます ＥＳＤとＳＤＧｓ」  コンソーシアム委員から  
■永田佳之（聖心女子大学） 

SDGs を学ぶ際に大切なこと・・・それは知識習得のみならず、持続可能な未来につなが
る価値観や正義感を養うことだと思います。そのためにも横浜市教委発行の ESD 冊子（教
職員研修資料と実践事例集）で紹介されている知見をぜひ活用して下さい。  

■佐藤真久（東京都市大学） 

ESD は、つなげて、見直して、グローカルに取り組みながら、社会を変えて、自身も変
える、という、私たちの日常を持続可能なものにしていく営みです。取組は決して一人でで
きるものではありません。是非、多くの方々の力を持ち寄りながら、取り組んでいきましょ
う。  

■大関泰裕（横浜市立大学） 

２度目のオリンピックと万博が終われば、イイ (e)ね！エス・ディー・ジーズ (SDGs)と、
社会は持続的な発展に目をむける。そして、もういらないものとこれから欲しいものを大胆
に取捨すれば、コンパクトでスマート (高性能 )な教育カリキュラムづくりは可能だ。あとは
教育のプロとしての慧眼と勇気で。  

■金馬国晴（横浜国立大学） 

SDGs 関連の実践は、難しいからこそ深まるものでしょう。持続させたいものは地球か人
類かはたまた経済成長か。SDGs は、NGO・NPO だけでなく、各企業や地方自治体、政府
も推進していますが、矛盾や対立が絡んでいるからです。それだけに、どんな意見も出てき
てＯＫなのです！  

■津野 宏（横浜国立大学） 

SDGs は、「今」の世界の課題を広く集めて示したものと捉えることができます。一つ一
つの課題を見ると正当なものでも、全体を見ると相互に矛盾を抱えていることに気がつくか
もしれません。それだけ世界の抱える課題は複雑で錯綜しているのです。そして、状況は日々
変化し、課題も変容していきます。常に新しく生まれる「今」を捉え、持続可能な将来につ
いて考える力を養うために、考えはじめる材料として SDGs を活用してみましょう。  

■住田昌治（横浜市立日枝小学校） 

SDGs に遅れをとっている学校教育が担う役割も大きい。これからの学校教育は、ESD を
推進することで SDGs の達成に貢献していかなければならない。持続可能な社会の創り手と
なる子どもたちが、地域の課題解決に向けた活動に参画し、リーダーシップをとれるように
育んでいくことが求められる。  

■米原あき（東洋大学） 

SDGs は様々な課題を縦横無尽に繋ぐための「土台」で、ESD はその土台のうえで活躍す
る人を育てる機会である…のみならず、そこに集う人たちが共に学び、協働する契機でもあ
ると思います。例えば、みなとみらい本町小学校では、『みなとみらいで皆と未来！』を掛
け声に、学校内外の「皆」と繋がりながら「ESD によるスクールマネージメント＆評価」
を実践しています。ESD はそんな「皆」が出逢い、繋がり、持続可能な未来を語れる場で
あって欲しい！と思います。  

■成田喜一郎（自由学園） 

 ESD2005-2014、GAP2015-2019 にそれぞれ「  、 」が打たれ、2020 年から後継の ESDGs
プログラム 2020-2030 が始まります。これまで実践してきた事実・事象を「鏡」としてみ
ずからの実践を問い直し /見通す（Reflection）ことが必要ではないでしょうか。そして、 そ
れは Education の訳語としての「教育」そのものを Reflection するチャンスでもあります。  

■戸川孝則（横浜市資源リサイクル事業協同組合） 

“誰一人取り残さない”  世界の実現に国際社会は大きく舵を切りました。その為のゴー
ルが SDGs です。そして持続可能な社会に向け、数多ある社会問題の解決の為に、課題を本
質的に捉え実行する能力が ESD です。ですから私は、ESD は子どもたちだけの学習ではな
く、私たち大人も含め誰もが備なければならないスキルだと思っています。  

■中川隆政（生活科教育研究会） 

『SDGs ウォッシュ』とは海外で流行した『グリーンウォッシュ』から連想された言葉で、
『うわべだけの SDGs』という意味になります。海洋プラスチック憲章署名拒否や国際捕鯨
委員会脱退のように「政府が SDGs にそぐわない行動をすることや、うわべだけの取組に終
わること」は、日本や日本企業への批判につながり、大きなリスク要因になります。  
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多くの推進校で取り組まれている目標は       で 
示しています。 

本事例集の SDGs P16-33(除く 23) 

貧困  

 

飢餓  

健康  

教育  

ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 

水  

ｴﾈﾙｷﾞｰ 

働きがい 

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 

平等  

まちづくり 

生産消費  

気候変動  

海  

陸  

平和公正  

ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ 

 

市 ケ 尾 中  

中 和 田 中  

永 田 台 小  

幸 ケ 谷 小  

東 高 校  

潮 田 小  

羽 沢 小  

戸 部 小  

日 枝 小  

金 沢 小  

港 南 台 第 三 小  

本 郷 小  

南 本 宿 小  

い ず み 野 小  

大 門 小  

太 尾 小  

北 綱 島 小  

三 保 小  

新 治 小  

恩 田 小  

荏 田 西 小  

み な と み ら い
本 町 小  

 

市 ケ 尾 中  

中 和 田 中  

永 田 台 小  

幸 ケ 谷 小  

東 高 校  

潮 田 小  

羽 沢 小  

戸 部 小  

日 枝 小  

金 沢 小  

港 南 台 第 三 小
中  

本 郷 小  

南 本 宿 小  

い ず み 野 小  

大 門 小  

太 尾 小  

北 綱 島 小  

三 保 小  

新 治 小  

恩 田 小  

荏 田 西 小  

み な と み ら い

本 町 小  

 

羽 沢 小  

羽 沢 小  

新 治 小  

金 沢 小  

金 沢 小  

港 南 台 第 三 小  

中 和 田 中  

中 和 田 中  

中 和 田 中  

永 田 台 小  

永 田 台 小  

い ず み 野 小  

恩 田 小  

日 枝 小  

日 枝 小  

日 枝 小  

港 南 台 第 三 小  

港 南 台 第 三 小
中  

戸 部 小  

戸 部 小  

戸 部 小  

南 本 宿 小  

南 本 宿 小  

南 本 宿 小  

南 本 宿 小  

南 本 宿 小  

南 本 宿 小  

大 門 小  

潮 田 小  

み な と み ら い
本 町 小  

 

市 ケ 尾 中  

市 ケ 尾 中  

市 ケ 尾 中  

市 ケ 尾 中  

市 ケ 尾 中  

み な と み ら い
本 町 小  

 

み な と み ら い

本 町 小  

 

み な と み ら い

本 町 小  

 

み な と み ら い

本 町 小  

 

三 保 小  

三 保 小  

三 保 小  

三 保 小  

三 保 小  
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全ての横浜市立学校でＥＳＤの理念に基づく教育が広まっ

ていくように、横浜につながる学校、大学、ＮＧＯ、企業

等が連携している「横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアム」を

つくり活動しています。 

 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 永田佳之（聖心女子大学）佐藤真久（東京都市大学）  

 横浜市立大学・横浜国立大学・東洋大学  

自由学園・ＷＷＦジャパン・ＪＩＣＡ  

横浜市資源リサイクル事業協同組合・生活科教育研究会  

横浜市環境創造局・温暖化対策統括本部・総務局  

 

監  修 ：横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアム 

発  行 ：横浜市教育委員会 平成 31（2019）年２月 

問い合わせ：指導部指導企画課 ky-esd@city.yokohama.jp  

 

 

この実践事例集は、文部科学省ユネスコ活動費補助金  

「グローバル人材の育成に向けたＥＳＤの推進事業」

の補助を受けて作成しています。  
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